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モデルは、図 2のような、 v(r)= (すy，O，O)という流れを持った溶媒にN個のコロイド粒子が
浮かんだコロイド分散系である [7]。系の体積をV、温度をTとする o riをi番目の粒子の位置と
し、全粒子の位置をr= (rlγ ・.，rN)と記述する。この粒子の位置の時開発展方程式は以下のラ
ンジュパン方程式で、記述される。
ベザ-v(ri(t))) =附)叫(t) (1) 
ここで、 Rは粒子の摩擦係数、 tは時間、 Fi(r)= Vi I:j#i U(lri -rjl)はi番目の粒子に働く力
で、 U(r)は粒子関ポテンシャルである。とは以下の式で定義されるランジュバンノイズである。





















g(r， t)=乞乞 Gl，m(r，t)巧バ()，ct)， (5) 
勾 /T2=2d同，土2()，ct)と表されるので、この式は以下のように書き直せる。




山 )=-3M2-2川 (7) 
長(r，t)はxyjr2と直行するので、この式を式(4)に代入することで、以下の勇断応力の標識が得ら
れる。
2 r∞ 3δV(r) 
σxy -~.~ I drr一一一f(r，t). (8) 
















J(rヲt) -2TVg(r， t) -2VV(r)g(r， t) 
一2P(J的 V伽
十守旬Udφ三g伊 (10) 
ここで、 2体分布関数の閉じた方程式を得るために、 3体分布関数 g3(r， r'， t)を2体分布関数
によって以下のように近似する Kirkwood近似を用いた [8]0








g(r， t) = geq(r; T)(l十h(r，t) (12) 
これを式(10)と(9)に代入することで、摂動h(r，t)の時開発展方程式を以下のように求めること
ができる。
geq(r; T)三九(r，t) 乙(h;T) + N(h; T) +守Q(h;T) 
可 ?θt (13) 















































/2π2 r∞ 3θU(r) 















まず、考えている系は Z→ -xとす→一今の変換に対して対称なので、 G(A)は奇関数でH(A)
は偶関数であることがわかる。そのため、 G(A)とH(A)は以下のように展開される。
G(A) = b3A3 + b5A5十・・・ (19) 
H(A) =匂 +C2A2 +・・ (20) 
それでは、式(18)と式(17)で表されるレオロジー特性を調べてみよう。特に、 b3< 0場合を考
える。この場合、す ~O で式 (18) は
~-' A(t) = (Ts -T)αA(t) + b3A(t)3 +守句dt (21) 
となる。ここで、守 ~O であることを利用して、すと A の高次の項を無視した。また、定常状態に
おける契断応力と勇断速度の関係を表す式は以下のようになる。
(丸一T)α*σxy+ biσ3u+ 守C~ = 0 (22) 
この式で表される守→ 0の極限でのレオロジー特性は、、 T>Tsの場合、式(2)の第2項が
無視できて、 σxyrvすのニュートン則が成立する。また、 T=九の場合、第 1項が無視できて、
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